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６月１０日（木）、標記研修会を行いました。今回、初めての試みで、三川町子育て交流施設テオトルでの現地研修と、

オンライン研修の２つの研修方法を計画しました。通信の不都合があった点は、今後改善していきます。 

庄内地区では、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の導入がどんどん進んでいます。導入の有無に関わらず、

学校と地域がより一層連携・協働し、これからの時代を生き抜く力の育成と地域住民が自ら地域を創っていくという「主

体的な意識」への転換をめざして共に進んでいきましょう。お忙しい中、貴重な事例を発表してくださった鶴岡市上郷地

区の平田充廣氏、上郷小学校長 佐藤英与氏、ありがとうございました。 

参加者の感想より（一部抜粋） 

○ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の良さを再確認するとともに本校、本地区の課題を再確認できたことが有

意義でした。 

○ 地域により違うからこそ、他地域の事例や学校の先生のお話が聴けて

良い会でした。地域に持ち帰り、来年度へ向けて準備したいです。 

研修会後のアンケートにご記入いただいた内容については、今後の研

修会に生かしていきます。さらに詳しく知りたい場合は、当事務所の出前講

座をどうぞご利用ください。（担当：髙橋） 

 

家庭教育支援の推進 家庭教育出前講座 「家庭で育む 命の尊さ」 
 

 
 

5 月 16 日（日）、酒田市総合文化センターを会場に第6回 SR会講

演会として家庭教育出前講座を開催しました。山形県家庭教育アドバイ

ザーである「ごっと助産院」院長の後藤敬子先生を講師に、命の尊さ、命

の引っ越し、命の伝言などのお話をしていただきました。家族との触れ合

いが土台となり、日常の家庭生活の些細な場面にも命を実感する機会が

あふれていることなど、自身を振り返り、ゆとりをもった子どもとの関わりの

在り方について、見つめ直す時間となりました。また、人は３回生まれ、3 回

死ぬなど印象深い視点から、命について考えることができました。参加者

の心に響き、「子育てができる幸せを感じることができた」「思春期の子

どもを前に自分のこと顧みず伝えてばかりだった。まず話を聞いて共に成

長したい」「親育てをさせていただいた」「忘れていた大切なことを思い出

すことができた」「家に帰ったら我が子を抱きしめて、あなたは私の宝物

だよと伝えたい」などの声を聞くことができました。 

命は大切だ、命は大切に・・・と何千回、何万回言われるより、「あなた

が大事だ！」誰かがそう言ってくれたら、それだけで生きていける。かけが

えのない命に「ありがとう」の気持ちが生まれました。（担当：岸田） 

 

次世代の地域づくり中核人材育成事業  かだんこの会 定例会 
 

 

 

本事業では、地域活動を実践している青年の指導や助言をもとに、中高生が地域活動

を通して地域づくりの次のリーダーとしての資質を高めることをねらいとしています。今年度

は、鶴岡市朝日地域高校生ボランティア「かだんこの会」の高校生と一緒に活動をしてい

ます。５月中旬、６月上旬に青年ファシリテーター実行委員会をオンラインで開催し、魅力あ

る出会いの場になるよう準備を進めてきました。６月１０日（木）のかだんこの会定例会の

場で、高校生と青年ファシリテーターが実際に顔を合わせ、「自分たちの暮らす朝日地域

でやってみたいこと」「朝日でもったいないなと感じること」等、ワークショップを通して、今年

度の活動を進める上での切り口を探しました。少人数での顔合わせとなりましたが、青年ファシリテーターがどんな思いで

地域活動を行っているのか、現在の仕事のエピソードなども踏まえた話に、かだんこの会の高校生も前のめりになって聞

き入っていました。ワークショップのまとめで、地域に返せること、地域のためになることはどんなことだろうかという青年ファ

シリテーターからの問いに、次の定例会までそれぞれが更に

アイディアを深めていくことになります。 

「朝日課題解決プロジェクト」と名をうち、かだんこの会の

高校生が自分たちの暮らす地域をフィールドとして、たくさん

の人に出会い、意欲的に企画力を発揮していけるよう、青年

ファシリテーターは「かだんこの会のやりたいこと応援団」と

して支援していきます。地域にいることが楽しいと思えるもの

が増えていくように・・・青年ファシリテーターと高校生が今回

共有できた思いを大切に進めていきます。（担当：岸田） 
 

 

学校・家庭・地域の連携協働推進事業 第１回放課後子ども総合プラン指導者研修会 

   
 

６月１８日（金）に標記研修会を行いました。今回は講演と実技の２本立てで行いました。講演は酒田市で活躍されて

いる「子どもの自立を考える会（ＳＲ会）」の歌川裕氏と中里小枝氏より「子ども理解とかかわり方」というテーマでお話

をしていただきました。実技では、山形県スポーツ少年団庄内地区協議会長を務めながら立川体操スポーツ少年団で

現在も指導を続けている齋藤雅志氏を講師に「アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）体験会」を行いました。研修

内容のポイントは以下の通りでした。2回目 7月 6日、3 回目 10月 8日は、どちらもオンライン開催の予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 ６月号 

庄内教育事務所 社会教育課 

お問い合わせ先

→社会教育情報 

社会教育事業に関する詳しい情報

を掲載しています。 

庄内教育事務所 

TEL：0235-68-1983 

FAX：0235-66-3015  

【ＳＲ会の講演のポイント】 

・小学生という時期について 
・リフレーミング→マイナス言葉からプラス言葉へ 
・信頼関係づくり→信頼すること、信頼されること 
・6 つの「受容」 
・子どもの心を満たす「魔法の言葉」と「スキンシップ」 

【ＡＣＰ体験会のポイント】 

・1 つの動きに変化をつけて 
 例）片足立ち→目を閉じて、平均台の上でなど 
・身の回りにあるものを活用して 
 例）新聞紙（丸めて棒をつくったり、ボールをつくったり） 
・人数の変化→1人でやってみてから 2人組、3人組へ 

～参加者の感想から～ 
・ 講演の内容がちょうど今悩んでいたことに関すること
だったのでとても参考になった。 

・ 『ほめ言葉』『魔法の言葉』のシャワーを浴びせるよう
にかけて、子どもたちと今日も楽しく過ごそうと思う。 

・ 新聞紙一枚から遊べること、狭い学童の中でもできる
ことがいっぱいなので取り入れていきたい。 

今回参加した青年ファシリテーター 

（担当：那須） 

伊藤大貴さん 

鶴岡市 

五十嵐丈さん 

鶴岡市 

難波竜次さん 

鶴岡市 


